
《胃》 術後通院スケジュール

手術日：H　 年  月   日

退院時体重：     Kｇ

退院後２週間まで 術後３ヶ月まで 術後６ヶ月まで 術後９ヶ月まで 術後１年まで 術後２年まで 術後５年まで

通院間隔 かかりつけ医 週に一回 最低2～4週間に1回程度 最低3ヶ月に1回程度 最低3ヶ月に1回程度 最低3ヶ月に1回程度 最低3ヶ月に1回程度 最低3～６ヶ月に1回程度
安佐市民病院 ○ ○ ○ ○（１年に１回） ○（１年に１回）

通院目標 きちんと受診する きちんと受診する きちんと受診する きちんと受診する きちんと受診する きちんと受診する きちんと受診する

食事が取れる
* 食事が出来る 食事が出来る 食事が出来る 食事が出来る

退院時に
少がない

比べて２Kg以上の体重減 ５Kg以上の体重減少がない ５Kg以上の体重減少がない ５Kg以上の体重減少がない ５Kg以上の体重減少がない

吐かない
３７度以上の熱がない
傷の感染がない
痛みがない

病院で調べる項目 食事量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
体重 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
体温 ○
傷の状態 ○

病院で受ける検査 血液検査 ○ 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 ６ヶ月に１回
検尿 ○ 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 3ヶ月に１回 ６ヶ月に１回
CT（胸部、腹部、骨盤部） 術後１年目 6ヶ月に１回 6ヶ月に１回

胃内視鏡 術後1年目 １～２年に１回（全摘を受けられた人は適宜） １～２年に１回（全摘を受けられた人は適宜）

病院で受ける治療 くすり あまり食べられない場合には栄
もらってください

養剤を あまり食べられない場
らってください

合には栄養剤をも あまり食べられない場合には栄養剤をも
らってください

あまり食べられない場合には栄養剤を
もらってください

い
食事の後に腹が張ったり胸焼け

ときにはお薬をもらってください
が強 食事の後に腹が張った

きにはお薬をもらってく
り胸焼けが強いと
ださい

食事の後に腹が張ったり胸焼けが強い
ときにはお薬をもらってください

食事の後に腹が張ったり胸焼けが強
いときにはお薬をもらってください

貧血があれば鉄剤をもらってください 貧血があれば鉄剤をもらってください 貧血があれば鉄剤をもらってください 貧血があれば鉄剤をもらってください 貧血があれば鉄剤をもらってください 貧血があれば鉄剤をもらってください

点滴 食事があ
滴を受け

まり取れない場合には点
てください

食事があまり取れない場合には
を受けてください

点滴 貧血の治療で注射が必要な事があります 貧血の治
す

療で注射が必要な事がありま 貧血の治療で注射が必要な事があり
ます

貧血の治療で注射が必要な事があります 貧血の治療で注射が必要な事があります

貧血の治療で注射が必要な事があり
ます

調子が悪い場合 創から膿
民病院を

が出ている場合は安佐市
紹介してもらってください

食事が取れない場合かかりつけ
生に相談してお薬をもらって下さ
れでも上手く行かないときは安佐
病院を紹介してもらってください

の先
い。そ
市民

吐き気と共に“おなら”
閉塞が疑われますの
け医に相談してください
病院に連絡下さい。

が出ないときは腸
で、直ぐにかかりつ

。夜間は安佐市民

吐き気と
閉塞が疑
つけ医に
市民病院

共に“おなら”が出ないときは腸
われますので、直ぐにかかり
相談してください。夜間は安佐
に連絡下さい。

吐き気と共に“おなら”が出ないときは
腸閉塞が疑われますので、直ぐにか
かりつけ医に相談してください。夜間は
安佐市民病院に連絡下さい。

吐き気と共に“おなら”が出ないときは腸閉塞
が疑われますので、直ぐにかかりつけ医に相
談してください。夜間は安佐市民病院に連絡
下さい。

吐き気と共に“おなら”が出ないときは腸閉塞が疑
われますので、直ぐにかかりつけ医に相談してくだ
さい。夜間は安佐市民病院に連絡下さい。

吐き気が
た所の一
れます。
食事で数
時に安佐
てください

強い時：腸を縫い合わせ
時的な腫れが先ず考えら

この場合は点滴と軽めの
日様子を見て良くならない
市民病院を紹介してもらっ
。

吐き気と共に“おなら”が出ないときは
腸閉塞が疑われますので、直ぐにか
かりつけ医に相談してください。夜間
は安佐市民病院に連絡下さい。

吐き気と共に“おなら”が出ないとき
は腸閉塞が疑われますので、直ぐ
にかかりつけ医に相談してくださ
い。夜間は安佐市民病院に連絡下
さい。

受診された事を２年目までは３ヵ月毎にそれ以降は半年毎に安佐市民病院にファックスします


	連携パス（患者用）

